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工学部 におけ る大 学 学 習 法 の実 践

新潟大学工学部 佐々 木 修 巳

工学部の佐々 木です ｡ 教務貞の副をや っ ております｡

｢ 工学部における大学学習法の 実践+ と いう ことでお

話させ て い ただきます｡

工学部では ､ 長期計画の 中に､ 工大接続を円滑 に進

め るために ､ 学士課程の初年度にス タ デ ィ ス キ ル ズ に

関する科目を必修科目とする いうことがうたわれてお

ります｡

工学部では1 9 98 年から､ 建設学科で建設基礎演習､

福祉人間工学科で福祉人間工学セミナ ー と いうものを

や っ ておりました｡ それか ら20 0 0 年か らは ､ 工学部の

全学科でス タデ ィ ス キ ルズと いうものを必修科目で や

りま したというようにな っ ております｡

ス タ デ ィ ズ キルズ の 目的で すけれ ども､ 工学部では

7 学科ありまして ､
それから専門の内容もかなり い ろ

い ろな分野がありますので ､ 皆 さんそれぞれ の 目的､

ある い は実際にや っ て い る ことは多種多様で して ､ 簡

単にまとめ ることはで きな い の ですけれ ども､ こ れ は

私が大まかにこんなもの だろうということで ､ 私 の 考

えで まとめ させ て い ただきました ｡ ですからこ れは

け っ して工学部の統 一

した意見で は ござい ませ ん の で ､

よ ろ しくお願 い します｡

まず､ これまで の受験対応型学習 ､ すなわちそれ に

よ っ て暗記型の 学習にな っ て い るわけで ､ もう勉強 し

なさ い と いう受動型学習に慣れて い る高校生に対 して ､

大学に入 っ てきたら学問対応型学習と い うと少 し難 し

い ですが ､ 要するに探求型学習 ､ なぜ そうなるの だろ

うかと常 に疑問を持 っ て勉強 して ほ し い です｡ そう い

う疑問の もとで自分から積極的に勉強してほ し い ､ 能

動型学習ということです｡ それが進んでまた何か新し

い もの を考え出すような力を つ けてほ し い ｡ そう いう

ふうな大学で の勉強の 仕方にス ム
ー ズ に移行するため

に
､
ス タ デ ィ ス キ ル ズをやりますということ が 1 つ の

大きな目標にな っ て います ｡

そういうことをや るために ､
どう いう内容があるか

と いうこ とを大雑把にみますと ､ L と して大学生生活

のすご し方､ S と して ス キ ル ズ の 修得､
E と して専門

分野の 理解､ さらにG と して工学と社会の 関わりと､

こ んなものを各学科で や っ て い る の ではない かと思 っ

て い ます｡

もう少し中身を見て い きますと ､ 大学生括の過 ご し

方と して は ､
これからは自分自身できちんと生活を管

理 して い かなければ駄目ですと いうこと､ い ろ い ろな

注意事項もあります｡ あと は授業は こんなふうに取り

なさ い とか ､ 課外活動も -

生懸命や っ て人間性も高め

なさ い とか､ あ る い は い ろ い ろな相談に乗りますと い

うようなことをや っ て い ます｡

それからス キ ル ズ の 修得は､ こ れ が ス キ ル になるわ

けで ､
パ ソ コ ン

､
ワ ー ド

､
エ ク セ ル の使 い 方､ それに

よ っ て レポ
ー

トを作成する｡ それからテ ー

マ を与えら

れ て発表討論を行う｡ ある い は英語力をも っ と つ ける

とか ､ 技術日本語をきちんと書けるようにするとか ､

そう いうス キルズの 修得があります｡

それから専門分野の理解として ､
主 に研究室の紹介

ということが非常に多い です｡ そ れから先生方の専門

に応 じて ､ 簡単な物を作る ｡ そう いう物を作 っ て実験

するとか､ ある い は い ろ い ろ装置を動か してみるとか ､

実習な どがやられ ております｡

それ と専門基礎事項の演習｡ ある専門基礎事項 に つ

い て
､
ある い はある課題 に つ い て ､ 自分 の考えをまと

めて発表する ､ ある い は討論をすると いうことす｡ あ

とは数学､ 物理の基礎演習をや ると いう､ 内容になり

ます｡

さらにもう少し進みま して ､
G と して工学と社会と

の 関わり合 いをもう少し見て い きま しょう｡ 科学技術

の 理解 ､ それか ら工場見学もやります｡ 企業が求める

もの は何なので し ょうか ｡ 将来の 就職は どうなります

か と いうことをや っ て い る とこ ろもあります｡

こう いうE とG を通 して ､ 専門分野 へ の 学習の 動機

づけと いうことが 一 番大事なの で はない かと私は考え

ております｡ 今まで大学に入る ということを目標に勉

強 してきたわけですけれ ども､ 大学に入 っ て何が目的

なの かと いうことを失い つ つ ある学生に対 して ､
こ れ

からあなた方はそういう社会 の技術者と して勉強する

んですよと いうことで ､ 専門分野の学習の動機づけを

的確 に与えま して ､ 学生 の 学習意欲の 向上を図ると い

う こ とが 1 番大きな課題ではな い かと思 っ て い ます｡

それで具体的に どう いうことをや っ て い るかと いう

ことで
､
キ ー ワ ー ド的な話ばかりで ､ 具体的な例を話

できな い の ですけれ ども､ 7 学科ありま して ､ 非常に

様々 なやり方をや っ ております｡ それから科目名も多

少違うと いうような､ い ろ い ろ バ ラ エ テ ィ に富んで い

ます｡
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たとえばこれ は機械 シス テ ム 工学科ですけれ ども､

学生を 5 名1 組と して1 9 親作ります｡ ですから1 9 人 の

先生が対応 して い ます｡ 1 人 の先生がある 5 名の 学生

に対して14 回授業を行い ます｡ ある い は1 4 コ マ です｡

ですからこの 場合ですと ､ 内容は各学生が 1 人 の先生

に つ い たら
､ 各教員にま っ たく依存すると い うこと に

なります｡ ただ1 人 の教貞が1 年間の 半期､ 面倒をみ

ますの で ､ 学生を充分把握できる｡ だんだん勉強をす

る気が出てきたなとか､ そういう様子を非常に把握で

きると いうことで ､ そう いう面で は い い かと思 い ます｡

それか ら電気電子工学科では ､ 5 - 6 名を1 グ ル ー

プとして1 6 組作ります｡ 1 人 の先生がこ の 5 - 6 名に

対 して 3 回授業を行 い ます｡ それを 1 ラ ウ ン ドとここ

では言 っ て います ｡ その 3 回終わりましたら
､
1 ラ ウ

ン ド終わ っ たということで ､ 次に新しい 5 - 6 名の組

が 1 人 の先生の ところ にや っ てきます｡ そういうこと

を 4 ラ ウ ン ド繰り返 して ､ 全部で1 2 回｡ 1 5 回授業があ

りますが ､ 最初にガイ ダン ス などがありますの で ､ あ

とは工場見学なども入れております｡ そういうことで

この 場合ですと､ 学生は 4 名の教貞からかなりい ろ い

ろなことを学べ ますの で ､ 多く の内容を学ぶ ことがで

きる ので はない かと思い ます｡

それからこ こは科目名が違うの ですけれ ども､ 情報
工学科です｡ こ こで は少し大きくして

､
1 グル ー プ1 3

名の 時は 5 組
､
1 7名の時は 4 組に分けてい ます｡ それ

で これは 1 人 の先生が 7 回授業をや るというこ とに

な っ て い ます｡ それを 2 ラ ウ ン ドやります｡ そ の 7 回

授業をや る中で ､ 数学の基礎を 7 回やります｡ これは

数学の先生が情報工学科におられ るという事情があり

ます｡

それから福祉人間工学科では ､
これはグル ー プ分け

をしない で全貞で講義形式で
､
主 にここでは数学と物

理､ 電気などの基礎を徹底的にやるという内容 にな っ

て い ます ｡

化学シス テ ム 工学科では ､
こ こ では 9 名を 1 グ ル ー

プと して 9 組作ります｡ ですから9 人の先生が対応 し

ます｡ それから1 人の先生が 同じ学生 に対して 2 回授

業を担当して ､ そ の ように学生が 4 回回 っ てきます｡

この場合も1 人の 学生に対 しては 4 名の違う教員から

授業を受けますので ､ 多くの 内容が学 べ るのではない

かと思 い ます｡ あ と 4 ラ ウ ン ドは研究室見学を行うと

いうこ とで ､ 研究室の見学に重きを置 い て います｡

それか ら建設で は､ こ れ は 4 名1 グル ー

プで2 0組 ｡

1 人の 先生が 6 回や っ て 2 ラ ウ ン ドやる ｡ 2 ラ ウ ン ド

やる の は
､
こ れ は社会基盤工学コ ー

ス と いう､ 建築学
コ ー

ス が 2 つ あるために 2 ラ ウ ン ド取ります｡

あと は機能材科工学科でも､ これも4 名1 グ ル ー

プ

で1 9 組｡ 1 9 人の先生が対応 して います｡ この へ ん は2 0

観ですから､ 非常 に多くの先生が対応して い ると いう
こと になります ｡ こ こは 1 人の 先生が同じ学生に対 し

て 5 回授業をや っ て ､ 学生が 2 回変わります｡ 2 ラ ウ

ン ドです｡ こ の場合も 1 教貞で 5 回､ つ まり半分見る

わけですから､ 学生が充分把握できるの ではない かと

思います｡ こ こも研究室紹介に重点を置い て い まして ､

5 回の研究室紹介があると い うことです｡

こ の ようにい ろ い ろな パ タ ー ン がありまして ､ 何が
一 番い い の だろうかと自分なりに考えて見ますと､ や

はり少人数ということが 一 番大事なの で ､
1 グル ー プ

4 名程度がい い で しょうか｡ そうなると当然 ､ 全員の

先生方が対応 しなければい けな い と いうことで負担は

増えます｡

それから半年､ 6 回ぐらい 同 じ学生を担当し
､ 本当

に効果があ っ たかどうかということを見て いくため に､

1 人の 先生が 6 回や っ て 2 回先生が変わると いう､
こ

の へ ん が適当かと考えております｡

最後にまとめですけれ ども､ 先 ほ ども言いましたよ

うに工学部で は､ 最終的に企業に行 っ て技術者として

活躍 しなければ い けない わけですの で ､ や はり大学の

中だけではなくて ､
企業が どういう学生を求め て い る

のか｡ 企業が学生に対 して どう いうことを勉強 してき
て ほ しい の かと い うことを､ 学生 には っ きり知 っ ても

らうということで ､
企業からの講師の 授業も増や し､

学校外からの 刺激と いうもの が必要なの ではな い か と

いうふうに考えて おります｡

それから先ほ ど言い ましたが ､ 専門分野の学習 へ の

動機づ けが明らかにな っ て
､ 学習意欲が向上 して ､ そ

の 結果､ 能動型学習､ 創造的学習というところに結び
つ くの で はな い かと思 っ ております ｡ 以上です ｡
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資 料

E 専門分野の理解

研究室紹介､ 簡単な製件 ･ 実験 ･ 実習 ､

専門基礎事項の演習､ 数学 ･ 物理の基礎演習

進めるため､ 苧
ルズ(大学学習法
目

こ関す

(1) 1 9 9 8 年から

建設学科 ｢ 建築基礎演習+

福祉人間エ学科 ｢ 福祉人間エ学セミナ ー +

(2) 2 0 0 0 年から

エ学部の全学科 ｢ スタディスキルズ+

学士課程初年度学生 ｢ 必修科目+

スタディスキルズ(機械工 学基礎)
5 名 1 9 組 1 4 回 各 教員に依存

1 教員1 4 回で 学生把握

スタディスキルズ( 電気電子 工学)
5 - 6 名 1 6 組 3 回 4 ラウンド 工場見学

4 名教員で多くの 内容

ベ ー シックスキルズ ァド/くン スス キルズ( 2 期) G

1 3
､
1 7 名 5 ､ 4 組 7 回 2 ラウンド E 数学基礎7 回

(福祉人間工 学)
全員 E 数学･ 物理 ･ 電気などの基礎7 回
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